




眞瀬先生は昭和 22 年３月 28 日に茨城県古河町（現在の古河市）に
てお生まれになりました。昭和 34 年３月に同町立第二小学校を卒業






昭和 53 年 10 月より昭和 59 年８月まで日本鉄鋼産業労働組合連合
会中央本部書記として、調査部、国際部を担当されました。その後、
昭和 60 年９月より昭和 63 年３月まで信州大学経済学部客員講師、昭
和 63 年４月より平成元年３月まで明治大学経営学部兼任講師、また











































































平成 21 年４月から平成 23 年３月までは、宮腰昭男学長の下で、学
校法人札幌大学の理事ならびに法人評議員に就いていらっしゃいまし
た。財務担当の常勤理事として、資産運用問題の後で財政的に厳しく
なってきた学校法人の運営にもご苦労なさいました。
眞瀬先生の個人的な面について述べますと、先生は教育・研究者で
ある一方、財産形成の行動を積極的に肯定している人間でもあり、先
生からはその方面の経験などの話をいろいろとお聴きする機会もあり
ました。先生のお話では、お金は「貯める→貯まる→増える」という
段階で進むのだ、その先の人生に「黄金の収穫期」がやってくる。こ
の話には、なるほどと感心もしたのですが、この三段階の前に「返
す」の段階がある人にとっては先の長い話だと思ったことを強く覚え
ています。
伺うところによると、退職された後、眞瀬先生は基本的な連絡先
（ベースキャンプ地）はご家族のいらっしゃる東京にして、夏は札幌
のお宅で涼しく過ごし、最新の AV 機材で迫力・高精細のホームシ
アターを楽しみ、時間があればいまだに魚影が濃い北海道の山々で渓
流釣り三昧にふける。冬は南に下がって台湾や東南アジアにゆったり
と長期滞在する。その合間には通い慣れた東欧クロアチアは、ザグレ
ブを時々訪ねる、という生活を目指しておられるとか。正にこれか
ら、かねがね仰っていた「黄金の収穫期」を謳歌されるのだと思いま
す。こうした理想的な生活を実際に送っていかれるとすれば、これは
それまでの現役時代以上にアクティブな生き方だといえます。そのた
めには健康な身体が絶対的な条件となりますから、是非、健康に気を
付けて理想的なセカンドライフを実践し、後に続く人たちに手本を示
していただきたいと思っております。
眞瀬先生は、大変気さくなお人柄で、その言動があまりにも率直で
あるがゆえに、相手がびっくりすることも多々あるようです。その人
柄で構築されたネットワーク等が短期大学部にとって役立ったことは
とても多いと、大変感謝いたしております。一方で、老婆心ながら、
もう少し直截的ではない方が、眞瀬先生ご自身の今後の損失も少なく
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て済むのではないかと、若干心配もいたしております。
時代は流れて、来年度より札幌大学全体の組織体制は大きく変化い
たします。女子短期大学部も構成メンバーが大きく入れ替わって、新
たにキャリアデザイン学科となることが決定されております。こうし
た中で眞瀬先生がご退職となり、これまで会議など様々な場で大きな
声で大勢をリードするような発言をされてきた先生のご意見を聴くこ
とができなくなるのかと思うと、本当に寂しく心細い限りです。しか
し、この春は眞瀬先生のご自身の新しい生活への門出であるだけでな
く、女子短期大学部のメンバー全員にとっても新たな出発の門出で
ありますので、お互いの健闘を誓って、笑顔でお別れしたいと思いま
す。
最後に、長年にわたって女子短期大学部に多大なるご尽力を賜りま
したことに対し、改めて感謝申し上げるとともに、眞瀬勝康先生のま
すますのご健康とご多幸を心から祈念して、送別の辞とさせていただ
きます。
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